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　とうとう、Ⅹ期をスタートさせる時間に入ってしまった。平成天
皇制のXデー状況とXデーと闘う。これがこの期の軸である。「反
天連」は昭和天皇 Xデー及び Xデー状況に抗するという運動課題
をかかげて結成された運動体である。30年以上の運動の持続があ
り、まさか天皇 Xデー闘争を、もう一回体験するなどということ
はまったくの想定外であった（特にこんな病体のままで）。
　この間、私たちの「読書会」のテキストに、私の『マスコミじか
けの天皇制』（1990年・インパクト出版会）が使われた。それは新聞・
週刊誌・TV・雑誌に洪水のごとくあふれた「皇室情報」の中を私
自身が独力で泳ぎきった記録である。読みなおして気がついた。
　私たちは「代替わり」のスタートの時点で、平成天皇制（アキヒトー
ミチコ天皇制）は、ずいぶん遅れてやってきた象徴天皇制の、かな
りスマートな（平和憲法にマッチしたという意味での）完成形態で
あることに、それなりに自覚的であった。
　いいかえれば、今、天皇主義右翼安倍政権に抗する様々なテーマ
の政治的社会運動の中に、アベの暴走に不快感を表明しているアキ
ヒト天皇一族の「護憲=平和発言」への期待を口にする人が少な
くないという、とんでもなく倒錯した事態がうまれる必然性。こ
れを、いち早く予感しながら、反天皇制運動を持続してきたのであ
る。〈護憲・平和イデオロギー〉こそが象徴天皇制のナショナリズ
ム（国民的一体感づくり）の中心軸なのだ。「即位」の時点の「護憲」
発言に、期待をにじませた、戦後民主主義派知識人の登場と、それ
との論戦。この記録に、その点は象徴されていよう。そう、私たち
は〈象徴天皇制デモクラシー〉の内在的批判を課題として突きだ
し、個人の自己決定権を奪還する相互主体的な活動としての〈民主
主義〉を〈象徴天皇制デモクラシー〉に対置して闘い続けてきたの
だ。そして、戦後憲法との関係でいえば、国家（天皇）のごとく戦
争（軍隊）を前提にする「平和」などではなく、9条の理念通りの
〈絶対平和主義〉理念の積極性を、この点はまともな9条護憲派より、
ずいぶん遅れて発見し、右翼の公然たる暴力の日常化の中で〈非暴
力直接行動〉をしゃにむにつみあげてきたのである。中心にかかげ
続けた政治テーマは〈天皇制の植民地支配・戦争責任・戦後責任を
問い続ける〉であった。この長い長い自分たちの象徴天皇制批判の、
〈運動体験〉を、次の Xデー状況に抗する運動の中で、あらためて
はじめてXデーを経験する世代とともに、どう〈思想化=運動化〉
するか。これに自覚的であり続けたい。  （天野恵一）
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第
Ⅱ
期
以
降
、
三
年
ご
と
に
い
っ
た
ん
解
散
・
再
結
成
と

い
う
区
切
り
を
設
け
な
が
ら
、
Ⅸ
期
ま
で
活
動
を
重
ね
て
き

た
私
た
ち
反
天
連
は
、
い
ま
第
Ⅹ
期
に
む
け
て
ス
タ
ー
ト
し

よ
う
と
し
て
い
る
。
反
天
連
は
、
ヒ
ロ
ヒ
ト
「
Ｘ
デ
ー
」
状

況
と
の
闘
い
、
大
衆
的
政
治
闘
争
と
し
て
の
反
天
皇
制
運
動

を
目
ざ
し
て
、
一
九
八
四
年
に
結
成
さ
れ
た
。
当
時
、
中
曽

根
首
相
が
打
ち
出
し
た
「
戦
後
政
治
の
総
決
算
」
と
い
う
ス

ロ
ー
ガ
ン
や
、「
不
沈
空
母
発
言
」「
靖
国
公
式
参
拝
」
な
ど

に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
な
日
米
同
盟
の
強
化
、
新
自
由
主
義
的
・

新
国
家
主
義
的
な
政
治
志
向
の
も
と
で
、
民
衆
統
合
支
配
の

装
置
と
し
て
の
天
皇
制
の
「
浮
上
」
が
、
運
動
圏
に
お
い
て

も
強
く
意
識
さ
れ
始
め
て
い
た
。
そ
の
後
の
反
天
皇
制
運
動

は
、
私
た
ち
も
そ
の
一
翼
を
担
い
つ
つ
、
八
九
年
の
ヒ
ロ
ヒ

ト
「
Ｘ
デ
ー
」
と
新
天
皇
の
「
即
位
・
大
嘗
祭
」
反
対
運
動

の
全
国
化
・
大
衆
化
と
し
て
、
大
き
な
広
が
り
を
作
り
出
し

て
い
っ
た
。

　

そ
れ
か
ら
す
で
に
三
〇
年
以
上
も
の
時
間
が
過
ぎ
た
。
非

自
民
連
立
政
権
の
成
立
や
右
派
勢
力
の
巻
き
返
し
、
政
権
交

代
な
ど
の
ジ
グ
ザ
グ
を
経
て
、
い
ま
や
、
解
釈
改
憲
に
よ
っ

て
集
団
的
自
衛
権
行
使
を
解
禁
し
、
違
憲
の
安
保
法
制
を
強

行
可
決
し
、
緊
急
事
態
条
項
を
ひ
と
つ
の
突
破
口
と
し
て
明

文
改
憲
を
す
す
め
よ
う
と
す
る
安
倍
政
権
に
よ
っ
て
、
八
〇

年
代
以
来
の
政
治
方
向
が
完
成
さ
せ
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

こ
れ
に
た
い
し
て
、現
在
、国
会
前
や
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
、

安
倍
政
権
の
強
権
政
治
に
対
す
る
人
び
と
の
声
、
立
憲
主
義

の
蹂
躙
を
許
さ
な
い
運
動
の
大
き
な
う
ね
り
が
続
い
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
こ
に
「
反
天
皇
制
」
と
い
う
こ
と
ば
が
占
め
る

余
地
は
、
ほ
と
ん
ど
無
に
等
し
い
か
の
よ
う
だ
。
そ
こ
に
は
、

私
た
ち
自
身
の
主
体
的
力
量
と
い
っ
た
問
題
以
上
に
、「
Ｘ

デ
ー
」
以
後
の
天
皇
制
、
す
な
わ
ち
「
ア
キ
ヒ
ト
・
ミ
チ
コ

天
皇
制
」
と
い
う
も
の
の
性
格
が
反
映
し
て
い
る
と
い
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　

戦
後
天
皇
制
は
、
一
貫
し
て
非
政
治
的
、
平
和
主
義
的
な

も
の
で
あ
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
と
ら
え
ら
れ
て
き
た
。
そ

れ
は
、
天
皇
の
「
人
格
賛
美
」
を
日
々
繰
り
返
す
マ
ス
コ
ミ

に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
、
総
じ
て
現
実
政
治
に
関
わ
ら
な
い
、

戦
後
民
主
主
義
体
制
に
適
合
的
な
支
配
の
シ
ス
テ
ム
と
し
て

合
意
さ
れ
て
き
た
。
と
り
わ
け
ア
キ
ヒ
ト
・
ミ
チ
コ
は
、
ヒ

ロ
ヒ
ト
時
代
に
十
分
果
し
え
な
か
っ
た
「
開
か
れ
た
皇
室
」、

戦
争
責
任
か
ら
ク
リ
ー
ン
で
あ
り
、「
皇
室
外
交
」
に
も
積
極

的
な
「
国
際
化
時
代
の
天
皇
制
」
と
し
て
登
場
し
、
さ
ら
に

は
海
外
を
含
め
た
戦
争
被
害
者
の
「
慰
霊
」、
原
発
事
故
や
自

然
災
害
の
被
災
地
を
精
力
的
に
回
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
祈
り
」

と
「
癒
し
」
の
担
い
手
と
し
て
の
顔
を
も
前
面
に
出
し
て
い
っ

た
。「
宗
教
的
」
と
さ
え
い
え
る
「
無
私
の
祈
り
」
に
励
ん
で

見
せ
る
こ
と
が
、
人
び
と
の
間
に
、
天
皇
の
権
威
を
再
組
織

し
て
い
る
こ
と
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
う
い
っ

た
意
味
に
お
い
て
、
私
た
ち
は
、
ア
キ
ヒ
ト
・
ミ
チ
コ
天
皇

制
は
、
象
徴
天
皇
制
に
期
待
さ
れ
る
役
割
を
果
す
こ
と
に
か

な
り
成
功
し
て
お
り
、
そ
の
「
国
民
統
合
」
の
あ
り
方
は
「
象

徴
天
皇
制
の
完
成
形
態
」
で
あ
る
と
さ
え
考
え
て
い
る
。

そ
の
こ
と
は
、
現
在
、
安
倍
政
権
に
批
判
的
な
人
び
と
の
中

か
ら
、
ア
キ
ヒ
ト
・
ミ
チ
コ
を
「
リ
ベ
ラ
ル
」
で
あ
り
平
和

憲
法
秩
序
を
大
切
に
し
て
い
る
と
評
価
し
、
そ
れ
と
比
較
し

て
安
倍
を
批
判
す
る
と
い
う
ロ
ジ
ッ
ク
が
繰
り
返
し
登
場
し

て
い
る
こ
と
に
も
現
わ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
。
天
皇
主
義
者
で

あ
る
安
倍
を
、
実
は
天
皇
も
批
判
し
て
い
る
と
言
い
た
い
の

か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
は
政
治
的
に
演
出
さ
れ
た
天
皇
の

「
無
垢
性
」
に
依
拠
し
つ
つ
、
そ
の
権
威
を
前
提
と
す
る
議
論

で
し
か
な
い
。

　

私
た
ち
は
ま
ず
第
一
に
、
国
家
の
政
治
的
な
シ
ス
テ
ム
と

し
て
天
皇
制
を
考
え
る
。

　

三
年
前
、
第
Ⅸ
期
の
開
始
に
あ
た
っ
て
私
た
ち
は
、「
国
家

の
機
構
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
れ
と
は
独
立
し
て
超
然
と
存
在

し
て
い
る
か
の
よ
う
に
ふ
る
ま
う
象
徴
天
皇
制
は
、
そ
の
ふ

る
ま
い
に
お
い
て
、
文
化
的
・
平
和
的
な
場
面
に
お
け
る
民

衆
統
合
の
装
置
で
あ
り
続
け
る
だ
ろ
う
。
…
…
そ
れ
ゆ
え
に

私
た
ち
は
、
運
動
の
中
に
お
い
て
さ
え
繰
り
返
し
登
場
す
る

『
リ
ベ
ラ
ル
な
天
皇
へ
の
期
待
』
な
る
も
の
を
も
批
判
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
多
く
は
八
・
一
五
、

さ
ら
に
は
三
・
一
一
な
ど
に
象
徴
さ
れ
る
『
追
悼
の
政
治
』
の

場
面
に
お
い
て
発
動
さ
れ
る
天
皇
制
の
批
判
と
も
な
る
だ
ろ

う
」。
そ
し
て
、
第
二
次
安
倍
政
権
の
登
場
が
「
右
翼
的
・
神

権
主
義
的
な
天
皇
制
の
強
化
に
繋
が
る
と
考
え
る
べ
き
で
は

な
い
」
と
主
張
し
た
（「
第
Ⅸ
期
へ
の
呼
び
か
け
」
二
〇
一
三

年
三
月
）。

　

そ
れ
よ
り
以
前
、
民
主
党
政
権
の
時
代
に
も
私
た
ち
は
、

む
し
ろ
「
ソ
フ
ト
・
イ
メ
ー
ジ
の
〈
ア
キ
ヒ
ト
│
ミ
チ
コ
〉

天
皇
制
は
…
…
民
主
党
政
権
の
方
に
マ
ッ
チ
し
て
い
る
。
こ

ち
ら
の
方
こ
そ
、
私
た
ち
反
天
皇
制
運
動
の
正
面
の
敵
と
も

い
え
よ
う
」
と
も
主
張
し
て
い
た
（「
第
Ⅷ
期
へ
の
呼
び
か
け
」

二
〇
〇
九
年
一
二
月
）。
戦
後
象
徴
天
皇
制
は
、
ア
メ
リ
カ
の

占
領
体
制
の
も
と
に
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
体
制=

日
米
安

保
体
制
を
軸
と
し
て
作
り
だ
さ
れ
た
戦
後
日
本
の
構
造
の
一

反
天
皇
制
運
動
連
絡
会 

第
Ⅹ
期
へ
の
呼
び
か
け
（
二
〇
一
六
年
六
月
）
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部
に
ほ
か
な
ら
な
い
。「
国
民
統
合
の
象
徴
」
と
し
て
戦
後

憲
法
に
制
度
化
さ
れ
た
象
徴
天
皇
制
に
と
っ
て
、
戦
後
憲
法

体
制
に
適
合
的
な
民
主
党
政
治
の
ほ
う
が
、
天
皇
制
の
あ
り

方
を
も
含
め
て
変
え
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
自
民
党
の
改
憲

政
治
よ
り
も
、
当
然
に
も
戦
後
憲
法
下
の
天
皇
像
を
積
極
的

に
演
じ
て
き
た
ア
キ
ヒ
ト
・
ミ
チ
コ
に
と
っ
て
「
意
に
沿
う
」

も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
と
い
う
判
断
も
あ
っ
た
。
民
主
党
の

凋
落
と
自
民
党
の
再
登
場
に
よ
っ
て
、
天
皇
制
の
権
威
化
が

予
想
さ
れ
る
が
、
本
質
的
に
は
政
権
政
党
の
「
政
治
利
用
の

対
象
」
と
し
て
の
天
皇
と
い
う
役
割
は
変
わ
ら
な
い
で
あ
ろ

う
。「
天
皇
元
首
化
」
を
掲
げ
た
自
民
党
の
改
憲
草
案
に
お
い

て
も
、
天
皇
は
依
然
と
し
て
「
象
徴
」
で
あ
る
よ
う
に
、
け
っ

し
て
「
統
治
権
の
総
覧
者
」
と
し
て
の
天
皇
制
の
復
活
を
志

向
す
る
も
の
で
は
あ
り
え
な
い
。

　

象
徴
天
皇
の
役
割
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
家
的
儀
礼
に
お
い

て
「
国
民
統
合
の
象
徴
」
と
い
う
役
割
を
担
う
こ
と
で
あ
り
、

国
家
の
行
為
を
権
威
づ
け
正
統
化
し
、「
国
民
」
の
幻
想
的

共
同
性
を
担
保
す
る
こ
と
で
あ
る
。
天
皇
家
や
皇
族
の
人
間

に
対
す
る
無
条
件
の
絶
対
敬
語
と
人
格
賛
美
は
、
そ
の
ま
ま

統
合
さ
れ
た
国
民
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
国
家
の
無
条
件
の
賛

美
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
ま
た
、
皇
室
の
「
私
事
」
と

さ
れ
る
「
皇
室
祭
祀
」
の
祭
主
で
あ
る
こ
と
と
も
連
動
し
て
、

日
本
の
文
化
・
伝
統
の
体
現
者
と
も
み
な
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。

　

私
た
ち
は
、
第
Ⅹ
期
を
、「
次
」
の
「
Ｘ
デ
ー
」
状
況
の
開

始
を
見
す
え
つ
つ
、
こ
の
よ
う
な
ア
キ
ヒ
ト
・
ミ
チ
コ
天
皇

制
の
現
段
階
を
こ
ち
ら
側
か
ら
「
総
括
」
し
、
国
家
・
社
会

の
再
編
に
と
も
な
う
天
皇
制
の
再
編=

再
定
義
の
方
向
性
を

と
ら
え
、
そ
の
中
か
ら
、
天
皇
制
の
生
み
出
す
「
現
実
」
に

対
す
る
批
判
と
行
動
を
持
続
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

　

私
た
ち
が
な
す
べ
き
こ
と
は
、
天
皇
制
廃
絶
を
一
般
的
に

ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
語
る
こ
と
で
は
あ
り
え
な
い
し
、「
国
民

運
動
」
に
お
け
る
天
皇
批
判
の
不
在
を
嘆
く
こ
と
で
も
な
い
。

私
た
ち
の
運
動
は
、「
慰
霊
」
や
「
皇
室
外
交
」
に
お
け
る
戦

争
責
任
・
植
民
地
責
任
の
隠
ぺ
い
、
天
皇
の
移
動
な
ど
に
と

も
な
っ
て
常
に
起
こ
る
人
権
侵
害
や
治
安
弾
圧
、「
日
の
丸
・

君
が
代
」
強
制
、
世
襲
の
特
権
的
身
分
制
度
に
と
も
な
う
差

別
、
靖
国
問
題
や
国
家
の
宗
教
性
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
排

外
主
義
の
問
題
な
ど
、
天
皇
制
に
関
わ
っ
て
具
体
的
に
日
々

起
き
て
い
る
事
象
と
の
具
体
的
な
対
決
を
お
い
て
ほ
か
に
な

い
。
そ
れ
ら
は
、
反
「
Ｘ
デ
ー
」
闘
争
以
来
の
闘
い
を
通
じ

て
、
私
た
ち
も
含
め
た
反
天
皇
制
運
動
が
つ
か
み
取
っ
た
「
運

動
と
し
て
の
民
主
主
義
」
に
関
わ
る
課
題
で
あ
り
、
し
た
が
っ

て
そ
れ
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
運
動
と
の
つ
な
が
り
と
相
互
の
協

力
関
係
な
し
に
は
な
し
え
な
い
。

　

一
人
で
も
多
く
の
方
の
参
加
、
協
力
、
支
援
を
お
願
い
し

ま
す
。

（
反
天
連
事
務
局
）

【設立目標】
① 予想される明仁天皇「Xデー」および「Xデー」
状況との闘いを準備する。

② 「全国戦没者追悼式」や「震災追悼式」をはじ
めとする、マス・メディアに支えられた国家に
よる追悼儀礼、天皇出席の国体・植樹祭・海づ
くり大会などの天皇儀礼、「皇室外交」や「昭和」
の賛美などと持続的に対決する大衆的な反天皇
制運動をつくる。

③ 「天皇元首化」や「日の丸・君が代」を明記し、
立憲主義を否定する国家主義的な改憲策動と対
決する。

④ 原発推進、「日米同盟」の強化、「恒常的派兵」
国家化などに向かう日本政府の動きと対決し、
各地の反原発・反安保・反基地運動と「連帯」
しうる反天皇制運動をつくる。

⑤ 天皇制国家の植民地支配責任、戦争・戦後責任、
「領土ナショナリズム」や差別・排外主義を撃つ
闘い、治安弾圧、「日の丸・君が代」強制、オリ
ンピックをはじめとする排除と統合のナショナ
ルイベント、天皇制の安定継承のための皇室典
範「改正」、教育の国家による統制などに抗する
運動などとの豊かなネットワークづくりと、他
のテーマの運動との有機的連携を作りだす運動
のメディアの強化。

⑥ 80 年代からの反天皇制運動の歴史的な体験を
思想的に対象化する作業の持続。

【運営の申し合わせ】
① 基本方針は、定例（週 1回が原則）の事務局会
議で決め、会員全体に提起する。事務局会議は
月 1回は拡大事務局会議（会員に開かれた会議）
とする。

② 事務局メンバーの推薦と本人の自発的意志があ
れば、誰でも事務局員あるいは「事務局協力者」
（コンスタントに事務局会議には出られなくても
「協力」の意志のあるメンバー）になれる。ただ
し、政治党派のメンバーは遠慮していただく。

③ 会員とは、主旨に賛同し、会費を納めた者であ
る。「ニュース購読会員」（年間 4000 円）とよ
り積極的な「協力会員」（年間 7000 円）の二種
類がある。

④ ニュースは原則として月 1回発行で、購読料は
年間 4000 円とする。

⑤ 会は、大衆運動の原則にしたがって運営する。
⑥ 期間はとりあえず 3年間とする。
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５
月
1
日
〜
５
月
31
日

【
５
月
２
日
】

美
智
子
◆
皇
居
・
御
所
の
近
く
に
あ
る
ク
ヌ
ギ

を
網
で
囲
ん
で
設
け
た
養
蚕
施
設「
野
蚕
室
」で
、

「
天
蚕
」
と
呼
ば
れ
る
野
生
種
の
カ
イ
コ
の
卵
を

枝
に
つ
け
る
「
山
つ
け
」
の
作
業
を
す
る
。

久
子
◆
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
カ
ー
ル
16
世
グ
ス
タ

フ
国
王
の
70
歳
を
祝
う
行
事
な
ど
に
出
席
す
る

た
め
と
し
て
訪
れ
て
い
た
同
国
か
ら
、
羽
田
空

港
着
の
民
間
機
で
帰
国
。

【
５
月
３
日
】

憲
法
◆
自
民
党
が
党
声
明
で
「
憲
法
改
正
の
国

民
投
票
は
、
現
実
に
実
施
で
き
る
状
況
に
あ
る
。

憲
法
改
正
原
案
の
検
討
、
作
成
を
目
指
す
。
憲

法
は
、
国
民
自
ら
の
手
で
、
今
の
日
本
に
ふ
さ

わ
し
い
も
の
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
わ
が

党
の
主
張
を
訴
え
、
国
民
と
共
に
議
論
を
進
め

る
」。／
民
進
党
の
岡
田
克
也
代
表
が
談
話
で「
今

夏
の
参
院
選
は
日
本
政
治
の
分
岐
点
と
な
る
。

安
倍
政
権
が
勝
利
す
れ
ば
、
憲
法
９
条
を
改
正

し
て
集
団
的
自
衛
権
を
制
限
な
く
行
使
可
能
と

す
る
の
は
確
実
だ
。
憲
法
の
根
幹
で
あ
る
平
和

主
義
を
守
り
抜
く
こ
と
を
国
民
に
改
め
て
約
束

す
る
」。
／
生
活
の
党
の
小
沢
一
郎
・
共
同
代
表

が
談
話
で
「
政
権
が
目
指
す
の
は
自
衛
隊
の
海

外
派
兵
で
、
平
和
主
義
を
覆
す
も
の
だ
。
そ
の

た
め
の
改
憲
は
許
さ
れ
な
い
。
国
民
の
合
意
が

あ
れ
ば
時
代
や
実
勢
に
合
わ
せ
て
改
正
す
べ
き

だ
」。

旧
日
本
兵
遺
骨
◆
岸
田
文
雄
外
相
が
、
ミ
ャ
ン

マ
ー
の
首
都
ネ
ピ
ド
ー
で
テ
ィ
ン
・
チ
ョ
ー
大

統
領
と
会
談
し
、
日
ミ
ャ
ン
マ
ー
関
係
の
強
化

を
巡
り
意
見
交
換
。

【
５
月
５
日
】

日
米
関
係
◆
米
大
統
領
選
で
共
和
党
候
補
の
指

名
獲
得
を
確
実
に
し
た
実
業
家
ト
ラ
ン
プ
が
、

大
統
領
に
就
任
す
れ
ば
、
日
米
安
全
保
障
条
約

に
基
づ
き
米
軍
が
日
本
防
衛
の
た
め
に
支
出
し

て
い
る
国
防
費
の
全
額
負
担
を
日
本
に
要
求
す

る
考
え
を
表
明
。

【
５
月
６
日
】

明
仁
、
美
智
子
◆
宮
内
庁
が
、
明
仁
、
美
智
子

が
全
国
植
樹
祭
の
式
典
臨
席
な
ど
の
た
め
と
し

て
、
６
月
４
〜
６
日
の
日
程
で
長
野
県
を
訪
問

す
る
と
発
表
。

「
慰
安
婦
」
問
題
◆
自
民
党
の
高
村
正
彦
・
副
総

裁
と
中
国
の
李
源
潮
・
国
家
副
主
席
が
５
日
に

北
京
で
会
談
し
た
際
、
国
連
教
育
科
学
文
化
機

関
（
ユ
ネ
ス
コ
）
の
世
界
記
憶
遺
産
に
「
慰
安

婦
」
問
題
の
関
連
資
料
を
登
録
し
よ
う
と
す
る

中
国
の
動
き
に
つ
い
て
、
日
中
両
政
府
で
協
議

す
る
必
要
が
あ
る
と
の
認
識
で
一
致
し
て
い
た

と
、
同
行
筋
が
明
ら
か
に
。

【
５
月
７
日
】

眞
子
◆
東
京
都
千
代
田
区
の
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ト
ラ

ス
ト
シ
ネ
マ
有
楽
町
を
訪
れ
、
当
日
公
開
の
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
「
サ
ン
マ
と
カ
タ
ー
ル

女
川
つ
な
が
る
人
々
」
を
鑑
賞
。

【
５
月
８
日
】

徳
仁
◆
東
京
都
千
代
田
区
の
一
橋
大
一
橋
講
堂

を
訪
れ
、
日
本
の
登
山
隊
に
よ
る
ヒ
マ
ラ
ヤ
の

マ
ナ
ス
ル
初
登
頂
か
ら
60
周
年
を
祝
う
イ
ベ
ン

ト
に
出
席
。

植
民
地
支
配
◆
北
朝
鮮
が
国
営
メ
デ
ィ
ア
を
通

じ
、
金
正
恩
・
第
１
書
記
が
平
壌
で
開
催
中
の

朝
鮮
労
働
党
大
会
で
行
っ
た
活
動
総
括
報
告
の

内
容
を
発
表
。
日
本
に
対
し
植
民
地
支
配
の
謝

罪
を
要
求
。「
過
去
の
罪
悪
（
植
民
地
支
配
）
を

反
省
し
謝
罪
し
、
朝
鮮
半
島
の
統
一
を
妨
害
し

て
は
な
ら
な
い
」。

【
５
月
９
日
】

天
皇
、
皇
族
◆
明
仁
、
美
智
子
の
「
公
務
」
に

つ
い
て
、
宮
内
庁
が
新
た
な
見
直
し
策
を
発
表
。

皇
居
で
行
政
機
関
の
長
ら
と
面
会
す
る
機
会
を

減
ら
し
、
一
部
を
徳
仁
、
雅
子
が
担
う
も
の
で
、

山
本
信
一
郎
次
長
「
ご
年
齢
に
ふ
さ
わ
し
い
公

務
の
あ
り
方
を
検
討
し
、
両
陛
下
の
了
解
も
得

て
い
る
」。

【
５
月
10
日
】

明
仁
◆
「
春
の
叙
勲
」
で
、皇
居
・
宮
殿
「
松
の
間
」

で
行
わ
れ
た
大
綬
章
の
「
親
授
式
」
に
出
席
し
、

旭
日
大
綬
章
の
上
條
清
文
・
元
東
急
電
鉄
社
長

や
瑞
宝
大
綬
章
の
川
島
裕
・
元
侍
従
長
ら
13
人

に
、
勲
章
を
手
渡
す
。

秋
篠
宮
、
紀
子
◆
日
本
と
イ
タ
リ
ア
の
国
交
樹

立
１
５
０
周
年
に
当
た
り
、
祝
賀
式
典
な
ど
に

臨
席
す
る
た
め
、
羽
田
空
港
発
の
民
間
機
で
イ

タ
リ
ア
に
出
掛
け
る
。

「
春
の
叙
勲
」
◆
安
倍
晋
三
首
相
が
、
皇
居
で
行

わ
れ
た
「
大
綬
章
親
授
式
」
に
出
席
。
午
後
、

皇
居
で
の
「
重
光
章
伝
達
式
」
に
出
席
。

育
鵬
社
教
科
書
◆
前
年
の
大
阪
市
教
育
委
員
会

に
よ
る
育
鵬
社
版
中
学
社
会
科
教
科
書
の
採
択

過
程
で
、
育
鵬
社
と
教
科
書
執
筆
に
関
わ
っ
た

日
本
教
育
再
生
機
構
が
不
正
な
働
き
掛
け
を
し

た
と
し
て
、
市
民
団
体
の
メ
ン
バ
ー
ら
が
公
正

取
引
委
員
会
に
対
し
、
独
禁
法
違
反
（
不
当
な

顧
客
誘
引
）
容
疑
で
育
鵬
社
と
機
構
へ
の
排
除

措
置
命
令
を
出
す
よ
う
申
告
し
た
と
発
表
。

オ
バ
マ
広
島
訪
問
◆
日
米
両
政
府
が
、
オ
バ
マ

大
統
領
が
27
日
、
主
要
国
首
脳
会
議
（
伊
勢
志

摩
サ
ミ
ッ
ト
）
に
合
わ
せ
て
安
倍
晋
三
首
相
と

共
に
広
島
を
訪
問
す
る
と
正
式
発
表
。
ロ
ー
ズ

大
統
領
副
補
佐
官
が
声
明
で
、
オ
バ
マ
大
統
領

の
発
言
を
引
用
し
「
米
国
に
は
核
兵
器
を
使
用

し
た
唯
一
の
国
と
し
て
特
別
の
責
任
が
あ
る
」。

オ
バ
マ
大
統
領
が
原
爆
投
下
の
是
非
に
立
ち
返

る
こ
と
は
な
い
と
し
、
謝
罪
を
意
図
す
る
も
の

で
は
な
い
と
の
認
識
を
強
調
。

【
５
月
11
日
】

明
仁
、
美
智
子
◆
東
京
都
台
東
区
に
あ
る
東
京

国
立
博
物
館
の
平
成
館
を
訪
れ
、
特
別
展
「
生

誕
１
５
０
年
黒
田
清
輝̶

日
本
近
代
絵
画
の
巨

匠
」
を
鑑
賞
。

秋
篠
宮
、
紀
子
◆
イ
タ
リ
ア
・
ロ
ー
マ
の
大
統

領
府
で
マ
ッ
タ
レ
ッ
ラ
大
統
領
ら
の
歓
迎
を
受

け
、
日
本
と
イ
タ
リ
ア
の
国
交
樹
立
１
５
０
周

年
の
祝
賀
式
典
に
出
席
。
秋
篠
宮
が
「
１
５
０

周
年
を
機
に
、
裾
野
の
広
い
両
国
の
友
好
関
係

が
未
来
に
向
け
て
ま
す
ま
す
広
く
深
い
も
の
に

な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
」
と
あ
い
さ
つ
。

【
５
月
12
日
】

明
仁
、
美
智
子
◆
東
京
都
港
区
の
グ
ラ
ン
ド
ハ

イ
ア
ッ
ト
東
京
を
訪
れ
、
テ
ニ
ス
大
会
「
軽
井

沢
国
際
テ
ニ
ス
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
」
が
１
０
０
年

目
を
迎
え
た
こ
と
を
祝
う
記
念
式
典
に
出
席
。

徳
仁
、
雅
子
◆
東
京
都
台
東
区
の
東
京
都
美
術
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館
を
訪
れ
、
江
戸
時
代
中
期
に
京
都
で
活
躍
し

た
絵
師
伊
藤
若
冲
の
生
誕
３
０
０
年
を
記
念
し

た
特
別
展
「
若
冲
展
」
を
鑑
賞
。

秋
篠
宮
、
紀
子
◆
日
本
と
イ
タ
リ
ア
の
国
交
樹

立
１
５
０
年
を
祝
う
と
し
て
、
ロ
ー
マ
に
あ
る

世
界
遺
産
の
円
形
闘
技
場
遺
跡
コ
ロ
ッ
セ
オ
で

行
わ
れ
た
「
光
の
イ
ベ
ン
ト
」
に
出
席
。
バ
チ

カ
ン
を
訪
れ
、
ロ
ー
マ
法
王
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
を

表
敬
。
有
田
焼
の
つ
ぼ
な
ど
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
◆
特
定
の
人
種
や
民
族
へ
の

差
別
を
あ
お
る
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
（
憎
悪
表
現
）

を
根
絶
す
る
た
め
と
し
て
、
国
や
自
治
体
に
教

育
や
啓
発
活
動
の
充
実
を
求
め
る
与
党
提
出
法

案
が
、
参
院
法
務
委
員
会
で
全
会
一
致
で
可
決
。

【
５
月
13
日
】

明
仁
、
美
智
子
◆
東
京
都
港
区
に
あ
る
サ
ン
ト

リ
ー
ホ
ー
ル
を
訪
れ
、
ベ
ル
リ
ン
・
フ
ィ
ル
ハ
ー

モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
の
一
部

を
鑑
賞
。

明
仁
、
秋
篠
宮
◆
宮
内
庁
が
、
明
仁
が
ハ
ゼ
の

分
類
を
テ
ー
マ
に
、
秋
篠
宮
ら
共
同
研
究
者

と
と
も
に
執
筆
し
た
論
文
が
、
遺
伝
子
学
に
関

す
る
オ
ラ
ン
ダ
の
国
際
学
術
雑
誌
「
ジ
ー
ン

（G
E
N
E

）」
の
２
月
１
日
号
に
掲
載
さ
れ
た
と

発
表
。

明
仁
◆
皇
居
・
御
所
で
ク
ウ
ェ
ー
ト
の
ジ
ャ
ビ

ル
首
相
と
会
見
。宮
内
庁
に
よ
る
と
、明
仁
が「
日

本
は
世
界
で
も
自
然
災
害
が
多
い
国
の
一
つ
で

す
が
、
ク
ウ
ェ
ー
ト
は
い
か
が
で
す
か
」
と
質

問
し
、
ジ
ャ
ビ
ル
首
相
が
「
災
害
は
ほ
と
ん
ど

あ
り
ま
せ
ん
が
暑
さ
の
問
題
が
あ
り
ま
す
」
と

答
え
る
と
、
明
仁
は
「
気
候
変
動
の
影
響
は
あ

り
ま
す
か
」
と
尋
ね
た
と
報
道
。

彬
子
◆
宮
内
庁
が
、
故
寛
仁
の
長
女
彬
子
が
、

客
員
研
究
員
を
務
め
る
学
習
院
大
国
際
研
究
教

育
機
構
の
業
務
の
た
め
、
20
〜
26
日
の
日
程
で

ス
ペ
イ
ン
と
英
国
を
訪
問
す
る
と
発
表
。

東
宮
大
夫
◆
宮
内
庁
東
宮
職
の
ト
ッ
プ
の
東
宮

大
夫
に
、
元
宮
内
庁
式
部
官
長
の
小
田
野
展
丈

が
就
任
す
る
こ
と
が
閣
議
で
決
ま
る
。

【
５
月
15
日
】

オ
バ
マ
広
島
訪
問
◆
ラ
イ
ス
米
大
統
領
補
佐
官

（
国
家
安
全
保
障
問
題
担
当
）
が
米C

N
N

テ
レ

ビ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、
オ
バ
マ
大
統
領
の
広

島
訪
問
に
つ
い
て
「
興
味
深
い
こ
と
に
日
本
は

謝
罪
を
求
め
て
い
な
い
し
、
私
た
ち
は
い
か
な

る
状
況
で
も
謝
罪
し
な
い
」
と
述
べ
た
と
報
道
。

【
５
月
16
日
】

秋
篠
宮
、
紀
子
◆
イ
タ
リ
ア
の
ロ
ー
マ
日
本
人

学
校
（
水
井
廉
雄
校
長
）
で
、
同
校
や
地
元
の

公
立
小
学
校
の
児
童
、
生
徒
ら
と
交
流
。
帰
国

の
途
に
就
く
。

三
笠
宮
◆
昭
和
天
皇
の
弟
で
、
前
年
12
月
に

１
０
０
歳
を
迎
え
た
三
笠
宮
が
急
性
肺
炎
の
た

め
、
東
京
都
中
央
区
の
聖
路
加
国
際
病
院
に
入

院
。

【
５
月
17
日
】

明
仁
、
美
智
子
◆
熊
本
県
を
19
日
に
訪
れ
る
こ

と
が
決
ま
り
、
閣
議
で
報
告
さ
れ
る
。

美
智
子
◆
東
京
都
新
宿
区
の
東
京
オ
ペ
ラ
シ

テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
を
訪
れ
、
ア
ル
ゼ
ン

チ
ン
出
身
で
世
界
的
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
マ
ル
タ
・

ア
ル
ゲ
リ
ッ
チ
が
奏
で
る
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
の
曲

を
鑑
賞
。

秋
篠
宮
、
紀
子
◆
日
本
と
イ
タ
リ
ア
の
国
交
樹

立
１
５
０
周
年
を
記
念
す
る
行
事
な
ど
に
出
席

す
る
た
め
と
し
て
訪
れ
て
い
た
イ
タ
リ
ア
か
ら
、

羽
田
空
港
着
の
民
間
機
で
帰
国
。

東
京
五
輪
招
致
◆
２
０
２
０
年
東
京
五
輪
の
招

致
委
員
会
が
国
際
陸
連
前
会
長
の
息
子
と
関

係
が
あ
る
と
さ
れ
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
会
社
と

２
億
円
以
上
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
契
約
を
結
び
、

不
正
が
疑
わ
れ
て
い
る
問
題
で
、
馳
浩
・
文
部

科
学
相
が
閣
議
後
の
記
者
会
見
で
、
開
催
都
市

決
定
の
投
票
権
を
持
つ
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委

員
会
委
員
が
当
時
「（
東
京
電
力
福
島
第
１
原
発

事
故
の
）
汚
染
水
の
問
題
に
懸
念
を
持
っ
て
い

て
、
日
本
政
府
が
ど
う
し
よ
う
と
し
て
い
る
の

か
、
回
答
を
求
め
て
い
た
と
い
う
情
報
が
あ
っ

た
」
と
述
べ
、
ロ
ビ
ー
活
動
に
は
「
よ
り
核
心

に
触
れ
る
情
報
が
必
要
だ
っ
た
」
と
し
て
、
海

外
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
よ
る
情
報
収
集
が
不
可

欠
だ
っ
た
と
強
調
。

【
５
月
18
日
】

明
仁
、美
智
子
◆
皇
居
・
御
所
で
、訪
日
し
た
ガ
ー

ナ
の
マ
ハ
マ
大
統
領
夫
妻
と
会
見
。
こ
れ
ま
で

国
家
元
首
と
の
会
見
後
に
は
宮
殿
で
昼
食
会
が

催
さ
れ
て
い
た
が
、
新
た
な
「
公
務
」
の
軽
減

策
に
よ
り
、
今
回
か
ら
会
見
の
み
と
な
っ
た
と

報
道
。

美
智
子
◆
東
京
都
文
京
区
の
お
茶
の
水
女
子
大

を
訪
れ
、世
界
的
に
活
躍
す
る
女
性
の
リ
ー
ダ
ー

育
成
を
目
的
と
し
た
講
演
会
「
ス
ペ
シ
ャ
ル
タ

ナ
ー
レ
ク
チ
ャ
ー
21
世
紀
の
女
性
の
生
き
方
」

の
記
念
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
出
席
。

【
５
月
19
日
】

明
仁
、
美
智
子
◆
熊
本
県
を
中
心
に
相
次
い
だ

地
震
の
被
災
者
を
見
舞
う
た
め
と
し
て
、
日
帰

り
で
同
県
を
訪
れ
、
被
害
が
大
き
か
っ
た
南
阿

蘇
村
と
益
城
町
の
避
難
所
を
訪
問
。
羽
田
発
の

特
別
機
で
熊
本
県
入
り
。
熊
本
空
港
で
蒲
島
郁

夫
知
事
か
ら
被
災
状
況
の
説
明
を
受
け
、
宮
内

庁
を
通
じ
て
支
援
金
を
手
渡
し
た
後
、
自
衛
隊

ヘ
リ
で
移
動
。
村
立
南
阿
蘇
中
学
校
と
町
立
益

城
中
央
小
学
校
を
訪
問
。
西
原
村
の
村
長
か
ら

話
を
聴
く
。

徳
仁
、
雅
子
◆
東
京
・
元
赤
坂
の
東
宮
御
所
で
、

ブ
ー
タ
ン
の
ツ
ェ
リ
ン
・
ヤ
ン
ド
ン
・
ワ
ン
チ
ュ

ク
前
国
王
妃
と
現
国
王
の
妹
で
あ
る
デ
チ
ェ
ン
・

ヤ
ン
ゾ
ン
・
ワ
ン
チ
ュ
ク
と
会
見
。

在
韓
被
爆
者
◆
広
島
や
長
崎
で
被
爆
し
た
韓
国

人
へ
の
支
援
な
ど
を
定
め
た
被
爆
者
支
援
法
案

が
韓
国
国
会
で
可
決
さ
れ
、
同
法
が
成
立
。
被

爆
者
対
策
を
担
う
委
員
会
を
設
立
し
、
被
爆
者

を
登
録
し
実
態
調
査
や
医
療
支
援
、
追
悼
事
業

を
行
う
と
定
め
て
お
り
、
医
療
支
援
は
日
本
の

被
爆
者
健
康
手
帳
を
持
ち
医
療
費
を
受
給
し
て

い
る
人
は
除
外
さ
れ
る
と
報
道
。

オ
バ
マ
広
島
訪
問
◆
ロ
ー
ズ
米
大
統
領
副
補
佐

官
が
、
オ
バ
マ
大
統
領
が
広
島
を
訪
問
す
る
際
、

核
兵
器
を
使
用
し
た
唯
一
の
国
と
し
て
、
核
廃

絶
に
向
け
た「
道
義
的
責
任
」が
あ
る
と
言
及
し
、

原
爆
投
下
に
よ
り
「
広
島
、
長
崎
で
失
わ
れ
た

多
く
の
命
」
を
追
悼
す
る
と
明
ら
か
に
。
／
韓

国
の
被
爆
者
で
つ
く
る
「
韓
国
原
爆
被
害
者
協

会
」
が
、
オ
バ
マ
米
大
統
領
の
27
日
の
広
島
訪

問
を
前
に
、
原
爆
投
下
へ
の
謝
罪
と
賠
償
を
求

め
る
オ
バ
マ
大
統
領
宛
て
の
手
紙
の
内
容
を
明

ら
か
に
。
日
本
に
徴
用
さ
れ
た
多
く
の
朝
鮮
半

島
出
身
者
が
犠
牲
に
な
っ
た
と
し
て
日
本
政
府

の
謝
罪
も
求
め
る
内
容
と
報
道
。
／
日
本
原
水

爆
被
害
者
団
体
協
議
会（
被
団
協
）の
田
中
熙
巳
・

事
務
局
長
が
東
京
都
内
の
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
で

記
者
会
見
し
「
被
害
が
今
も
続
い
て
い
る
被
爆

者
の
話
を
聞
き
、
核
廃
絶
へ
の
ス
テ
ッ
プ
を
踏

ん
で
ほ
し
い
」。
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サ
ミ
ッ
ト
警
備
◆
防
衛
省
制
服
組
ト
ッ
プ
の
河

野
克
俊
・
統
合
幕
僚
長
が
記
者
会
見
で
、
伊
勢

志
摩
サ
ミ
ッ
ト
で
自
衛
隊
が
行
う
警
戒
監
視
な

ど
の
活
動
に
関
し
「
世
界
的
に
テ
ロ
の
脅
威
が

高
ま
っ
て
い
る
中
で
行
わ
れ
る
。
不
測
の
事
態

に
対
応
で
き
る
よ
う
万
全
の
準
備
を
整
え
た

い
」。
自
衛
隊
は
、
Ｆ
15
戦
闘
機
や
空
中
警
戒
管

制
機
、
護
衛
艦
な
ど
を
会
場
周
辺
の
海
空
域
に

展
開
さ
せ
、
警
戒
監
視
に
当
た
る
ほ
か
、「
テ
ロ

対
処
」
の
専
門
部
隊
も
待
機
し
、
各
国
要
人
の

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
輸
送
な
ど
も
担
う
と
報
道
。
／

警
視
庁
が
、
主
要
国
首
脳
会
議
（
伊
勢
志
摩
サ

ミ
ッ
ト
）
に
伴
う
東
京
都
内
の
警
戒
警
備
の
た

め
、
20
日
か
ら
サ
ミ
ッ
ト
が
終
了
す
る
27
日
ま

で
、
最
大
約
１
万
９
千
人
の
警
察
官
を
動
員
す

る
と
発
表
。
民
間
企
業
と
協
力
し
、
ハ
イ
テ
ク

資
機
材
も
警
備
に
活
用
す
る
と
報
道
。

【
５
月
20
日
】

明
仁
、
美
智
子
◆
皇
居
・
御
所
で
、
ブ
ー
タ
ン

の
ツ
ェ
リ
ン
・
ヤ
ン
ド
ン
・
ワ
ン
チ
ュ
ク
前
国

王
妃
と
、
娘
で
現
国
王
の
妹
デ
チ
ェ
ン
・
ヤ
ン

ゾ
ン
・
ワ
ン
チ
ュ
ク
と
会
見
。

愛
子
◆
宮
内
庁
の
小
田
野
展
丈
・
東
宮
大
夫
が

記
者
会
見
し
、
学
習
院
女
子
中
等
科
３
年
の
愛

子
が
当
月
、
修
学
旅
行
で
広
島
市
中
区
の
平
和

記
念
公
園
を
初
め
て
訪
れ
た
と
明
ら
か
に
。

彬
子
◆
故
寛
仁
の
長
女
彬
子
が
、
客
員
研
究
員

を
務
め
る
学
習
院
大
国
際
研
究
教
育
機
構
の
業

務
の
た
め
、
ス
ペ
イ
ン
と
英
国
に
出
掛
け
る
。

【
５
月
21
日
】

秋
篠
宮
、
紀
子
、
眞
子
、
悠
仁
◆
悠
仁
が
、
通
っ

て
い
る
お
茶
の
水
女
子
大
付
属
小
（
東
京
都
文

京
区
）
の
運
動
会
に
出
場
。
会
場
の
校
庭
で
紀

子
と
姉
の
眞
子
が
観
戦
。
秋
篠
宮
は
「
公
務
」

の
た
め
に
欠
席
。

【
５
月
22
日
】

オ
バ
マ
広
島
訪
問
◆
オ
バ
マ
米
大
統
領
が
現
職

と
し
て
初
め
て
被
爆
地
の
広
島
を
27
日
に
訪
問

す
る
の
を
前
に
、
共
同
通
信
が
広
島
、
長
崎
で

被
爆
し
た
１
１
５
人
に
実
施
し
た
面
接
方
式
の

ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
原
爆
投
下
の
是
非
に
踏
み
込

み
謝
罪
す
る
こ
と
を
78
・
３
％
が
「
求
め
な
い
」

と
回
答
し
、「
求
め
る
」
と
し
た
人
は
15
・
７
％

に
と
ど
ま
っ
た
と
報
道
。

【
５
月
23
日
】

三
笠
宮
◆
宮
内
庁
の
山
本
信
一
郎
次
長
が
記
者

会
見
で
、
急
性
肺
炎
の
た
め
に
16
日
か
ら
入
院

し
て
い
る
昭
和
天
皇
の
弟
の
三
笠
宮
に
つ
い
て

「
先
週
中
ご
ろ
か
ら
平
熱
に
戻
り
、
せ
き
の
症
状

も
な
く
な
っ
た
。
快
方
に
向
か
っ
て
い
る
」。

東
京
五
輪
招
致
◆
２
０
２
０
年
東
京
五
輪
招
致

を
巡
る
疑
惑
で
、
招
致
委
員
会
で
理
事
長
を
務

め
た
日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
の
竹
田
恒
和

会
長
が
、
招
致
委
が
２
億
円
超
を
支
払
っ
た
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社「
ブ
ラ
ッ

ク
タ
イ
デ
ィ
ン
グ
ス
社
（
Ｂ
Ｔ
社
）」
と
の
契
約

は
「
私
が
最
終
的
に
決
裁
し
た
」
と
明
ら
か
に
。

在
沖
米
軍
事
件
◆
安
倍
晋
三
首
相
が
、
元
米
海

兵
隊
員
の
軍
属
が
逮
捕
さ
れ
た
女
性
遺
棄
事
件

を
巡
り
、
沖
縄
県
の
翁
長
雄
志
知
事
と
官
邸
で

会
談
。

【
５
月
24
日
】

明
仁
、
美
智
子
◆
皇
居
・
御
所
で
、
主
要
国
首

脳
会
議
（
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
）
に
出
席
す
る

た
め
訪
日
し
た
カ
ナ
ダ
の
ト
ル
ド
ー
首
相
夫
妻

と
会
見
。
明
仁
「
サ
ミ
ッ
ト
で
実
り
あ
る
議
論

が
な
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
」。

美
智
子
◆
皇
居
内
に
あ
る
養
蚕
施
設
「
紅
葉
山

御
養
蚕
所
」で
、蚕
に
餌
の
桑
の
葉
を
与
え
る「
給

桑
」
と
呼
ば
れ
る
作
業
を
す
る
。

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
◆
特
定
の
人
種
や
民
族
へ
の

差
別
を
あ
お
る
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
（
憎
悪
表
現
）

を
な
く
す
た
め
の
対
策
法
が
成
立
。
憲
法
が
保

障
す
る
表
現
の
自
由
を
侵
害
す
る
恐
れ
が
あ
る

と
し
て
、
禁
止
規
定
や
罰
則
は
な
い
と
報
道
。

在
沖
米
軍
事
件
◆
中
谷
元
・
防
衛
相
が
記
者
会

見
で
、
元
米
海
兵
隊
員
の
軍
属
が
逮
捕
さ
れ
た

女
性
遺
棄
事
件
を
踏
ま
え
た
日
米
地
位
協
定
の

見
直
し
に
否
定
的
な
見
解
を
示
す
。

【
５
月
25
日
】

明
仁
◆
皇
居
内
の
生
物
学
研
究
所
脇
に
あ
る
水

田
で
、
恒
例
の
田
植
え
を
す
る
。

【
５
月
26
日
】

彬
子
◆
客
員
研
究
員
を
務
め
る
学
習
院
大
国
際

研
究
教
育
機
構
の
業
務
の
た
め
と
し
て
、
20
日

か
ら
ス
ペ
イ
ン
と
英
国
を
歴
訪
し
て
い
た
故
寛

仁
の
長
女
彬
子
が
、
羽
田
空
港
着
の
民
間
機
で

帰
国
。

伊
勢
神
宮
訪
問
◆
先
進
７
カ
国
首
脳
に
よ
る
伊

勢
神
宮
（
三
重
県
伊
勢
市
）
訪
問
に
関
し
、
日

本
政
府
は
「
各
国
首
脳
に
日
本
の
自
然
や
伝
統

文
化
を
感
じ
て
も
ら
う
の
が
趣
旨
で
、
宗
教
的

目
的
は
な
い
」（
外
務
省
幹
部
）
と
し
て
、
憲
法

の
政
教
分
離
原
則
に
は
反
し
な
い
と
説
明
し
て

い
る
と
報
道
。
首
脳
ら
は
伊
勢
神
宮
で
、
神
道

の
作
法
で
あ
る
「
二
拝
二
拍
手
一
拝
」
は
行
わ

ず
「
自
由
に
見
学
」
し
た
と
み
ら
れ
、
共
産
党

の
小
池
晃
・
書
記
局
長
は
「
宗
教
の
利
用
と
は

言
い
切
れ
な
い
。
問
題
に
す
る
こ
と
は
考
え
て

い
な
い
」
と
の
見
解
を
示
す
。

伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
◆
主
要
国
首
脳
会
議
（
伊

勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
）
が
開
幕
。

【
５
月
27
日
】

美
智
子
◆
東
京
都
中
央
区
の
東
京
銀
座
画
廊
・

美
術
館
を
訪
れ
、
手
足
や
体
の
不
自
由
な
人
々

が
暮
ら
す
養
護
施
設
「
ね
む
の
木
学
園
」（
静
岡

県
掛
川
市
）
が
催
し
て
い
る
展
覧
会
「
ね
む
の

木
学
園
の
こ
ど
も
た
ち
と
ま
り
子
美
術
展
」
を

鑑
賞
。

オ
バ
マ
広
島
訪
問
◆
オ
バ
マ
米
大
統
領
が
、
被

爆
地
・
広
島
の
平
和
記
念
公
園
を
訪
れ
、
原
爆

慰
霊
碑
に
献
花
、
黙
と
う
。

日
米
関
係
◆
オ
バ
マ
米
大
統
領
が
、
広
島
訪
問

に
先
立
ち
米
軍
岩
国
基
地
（
山
口
県
岩
国
市
）

に
立
ち
寄
る
。

伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
◆
サ
ミ
ッ
ト
が
閉
幕
。

【
５
月
28
日
】

オ
バ
マ
広
島
訪
問
◆
韓
国
各
紙
が
、
オ
バ
マ
米

大
統
領
が
広
島
訪
問
時
に
韓
国
人
原
爆
犠
牲
者

慰
霊
碑
を
訪
れ
な
か
っ
た
こ
と
へ
の
不
満
を
一

斉
に
伝
え
た
と
報
道
。

【
５
月
29
日
】

改
憲
◆
共
同
通
信
社
が
28
、
29
両
日
に
実
施
し

た
全
国
電
話
世
論
調
査
に
よ
る
と
、
安
倍
晋
三

首
相
の
下
で
の
憲
法
「
改
正
」
に
反
対
は
54
・

９
％
、
賛
成
は
35
・
０
％
だ
っ
た
と
報
道
。

オ
バ
マ
広
島
訪
問
◆
共
同
通
信
社
が
28
、
29
両

日
に
実
施
し
た
全
国
電
話
世
論
調
査
に
よ
る
と
、

オ
バ
マ
米
大
統
領
の
広
島
訪
問
に
つ
い
て
「
よ

か
っ
た
」
と
の
回
答
は
98
・
０
％
に
達
し
、
オ

バ
マ
大
統
領
が
広
島
訪
問
で
「
謝
罪
す
る
べ
き

だ
っ
た
」
は
18
・
３
％
だ
っ
た
一
方
、「
謝
罪
す

る
必
要
は
な
か
っ
た
」
が
74
・
７
％
。

【
５
月
30
日
】

美
智
子
◆
皇
居
内
の
紅
葉
山
御
養
蚕
所
で
、
わ

ら
な
ど
で
編
ん
だ
「
蔟
」
と
呼
ば
れ
る
網
に
成
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講
演
会「
心
は
支
配
さ
れ
た
く
な
い
」

報
告先

の
五
月
二
七
日
に
安
倍
靖
国
参
拝
違
憲
訴

訟
の
会
・
東
京
主
催
の
講
演
会
「
心
は
支
配
さ

れ
た
く
な
い
」
が
開
か
れ
た
。
最
初
の
講
師
、

小
林
緑
さ
ん
の
近
年
の
研
究
テ
ー
マ
は
、
女

性
の
作
曲
家
を
掘
り
起
こ
す
こ
と
。
一
八
か
ら

一
九
世
紀
は
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
の
有
名
な
大
作
曲

家
を
輩
出
し
た
時
代
で
あ
る
が
、
教
科
書
に
載

る
名
前
は
男
性
ば
か
り
。
女
性
の
作
曲
家
は
い

な
か
っ
た
の
で
は
な
く
、「
女
性
で
あ
る
と
い
う

理
由
だ
け
で
歴
史
の
表
舞
台
に
出
る
こ
と
が
な

か
っ
た
。
ロ
ネ
イ
が
「
音
楽
史
は
ど
れ
ほ
ど
の

嘘
と
省
略
で
成
り
立
っ
て
い
る
か
」
と
語
っ
た

通
り
で
、
そ
れ
ら
男
性
社
会
の
中
に
埋
も
れ
て

し
ま
っ
た
作
品
を
掘
り
起
こ
す
と
、
素
晴
ら
し

い
作
品
と
出
会
う
と
い
う
。
常
識
と
言
わ
れ
て

い
る
も
の
に
も
、
数
限
り
な
い
嘘
が
あ
り
、
か

つ
て
の
戦
時
下
の
時
代
も
、
音
楽
は
戦
争
遂
行

の
道
具
で
あ
り
、
作
曲
家
も
作
詞
家
も
当
然
の

ご
と
く
国
策
に
利
用
さ
れ
た
。
信
時
潔
（『
海

ゆ
か
ば
』
の
作
者
）
作
曲
・
北
原
白
秋
作
詞
の

カ
ン
タ
ー
タ
『
海
道
東
征
』
は
、
そ
ん
な
音
楽

の
代
表
的
な
も
の
。
神
武
天
皇
が
海
道
を
切
り

分
け
進
出
す
る
の
を
歌
っ
た
も
の
で
、
皇
紀

二
六
〇
〇
年
奉
祝
の
た
め
に
国
の
依
頼
に
よ
っ

て
作
ら
れ
た
壮
大
な
カ
ン
タ
ー
タ
。
満
州
進
出

に
て
も
歌
わ
れ
た
い
わ
く
つ
き
の
曲
。
そ
の
曲

が
長
年
の
封
印
を
解
か
れ
る
ご
と
く
昨
年
に
演

奏
さ
れ
始
め
た
。
産
経
新
聞
社
主
催
に
よ
っ
て

大
阪
で
演
奏
さ
れ
、
東
京
で
も
東
京
芸
術
大
学

で
演
奏
さ
れ
た
。
大
勢
の
音
楽
家
や
音
大
生
も

過
去
の
経
緯
を
知
ら
ず
こ
の
曲
を
歓
迎
し
て
い

る
。
歌
は
命
令
さ
れ
な
い
。
命
令
さ
れ
て
は
歌

え
な
い
。
幸
せ
で
な
け
れ
ば
歌
え
な
い
。
歴
史

の
中
に
埋
も
れ
た
女
性
作
者
の
音
楽
を
掘
り
起

こ
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
時
代
に
抵
抗
し
た

い
、
と
語
ら
れ
た
。

　

も
う
一
人
の
講
師
は
根
津
公
子
さ
ん
。
元
家

庭
科
中
学
教
諭
、
君
が
代
不
起
立
職
務
命
令
違

反
処
分
を
数
限
り
な
く
受
け
な
が
ら
戦
っ
た
。

教
員
と
な
ろ
う
と
し
た
原
点
は
、
朝
鮮
半
島
、

中
国
侵
略
の
歴
史
を
知
り
、
戦
争
に
行
っ
た
父

の
子
と
し
て
戦
争
責
任
を
自
分
も
背
負
っ
て
い

る
こ
と
、
こ
の
こ
と
を
子
供
た
ち
に
伝
え
て
国

が
行
う
犯
罪
に
加
担
し
な
い
生
徒
を
育
て
た
い

と
思
っ
た
こ
と
。
一
九
八
九
年
の
学
習
指
導
要

領
に
「
指
導
す
る
も
の
と
す
る
」
と
書
か
れ
て

か
ら
、
全
国
国
旗
国
歌
実
施
が
進
め
ら
れ
た
。

一
九
九
四
年
に
実
施
し
な
い
学
校
は
二
校
と
な

り
、
石
川
中
の
生
徒
も
日
の
丸
掲
揚
に
抵
抗
し

た
。
校
長
は
「
た
と
え
全
校
生
徒
が
反
対
し
て

も
自
分
は
命
令
に
従
う
。」
と
断
言
。
こ
の
経
緯

か
ら
生
徒
た
ち
は
、
学
校
が
何
を
守
ろ
う
と
し

て
い
る
の
か
を
見
抜
い
て
行
き
、
自
分
た
ち
の

学
校
は
自
分
で
創
る
と
い
う
自
主
的
な
機
運
が

生
ま
れ
て
い
く
。
転
任
し
た
学
校
は
、
性
の
風

紀
が
乱
れ
た
地
域
。
人
間
の
尊
さ
を
教
え
る
た

め
従
軍
慰
安
婦
の
歴
史
と
性
の
商
品
化
の
こ
と

を
授
業
し
た
。
以
後
、
校
長
や
教
育
委
員
会
の

根
津
攻
撃
は
激
化
し
た
が
、
沈
黙
せ
ず
闘
い
続

け
る
と
、
生
徒
た
ち
は
問
題
の
本
質
を
理
解
す

る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。「
な
ぜ
都
教
委
は
根

津
先
生
に
こ
ん
な
こ
と
を
す
る
の
か
？
」
と
問

い
、何
が
正
し
い
の
か
を
自
分
の
頭
で
考
え
、「
こ

れ
で
は
戦
争
中
と
同
じ
で
す
」と
行
動
し
て
い
っ

た
。

　

近
年
の
学
校
は
、
ま
す
ま
す
戦
時
下
の
よ
う

に
日
の
丸
君
が
代
強
制
は
強
化
さ
れ
、
先
生
た

ち
は
委
縮
し
て
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
縛
ら
れ
て
い
る
。

生
徒
た
ち
も
戦
時
下
の
よ
う
に
様
々
な
行
事
に

動
員
さ
れ
始
め
て
い
る
。
し
か
し
学
校
の
外
か

ら
で
も
戦
い
続
け
た
い
と
根
津
さ
ん
は
力
強
く

語
ら
れ
た
。

（
安
倍
靖
国
参
拝
違
憲
訴
訟
・
東
京　

原
告
事

務
局
／
星
出
卓
也
）

５
月
13
日
（
金
）
●
連
続
講
座
・
ド
イ
ツ
の
戦

後
70
年
│
そ
の
現
実
と
歴
史
認
識
「
ド
イ
ツ

の
敗
戦
│
追
放
と
引
揚
げ
」

５
月
14
日
（
土
）
●
科
学
技
術
と
核
・
軍
事
体
制

を
問
う

５
月
15
日
（
日
）
来
ん
な
Ｇ
７　

つ
く
ば
か
ら

地
球
か
ら
出
て
い
け
！　

デ
モ

●
沖
縄
「
日
本
復
帰
44
年
」
を
問
う
デ
モ

５
月
19
日
（
木
）
●
総
掛
か
り
行
動

５
月
21
日
（
土
）
●
国
の
暴
力
を
許
さ
な
い
！
れ

じ
す
た
ん
す
大
行
動

　

●
東
ア
ジ
ア
反
日
武
装
戦
線
と
私
た
ち
の
来

た
道
、
行
く
道　

虹
の
彼
方
へ

　

●
原
発
労
働
者
は
要
求
す
る
！
春
闘
集
会

5
月
22
日
（
日
）
●
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
反
対
！

新
宿
デ
モ

5
月
27
日
（
金
）
●
「
心
は
支
配
さ
れ
た
く
な
い
」

（
集
会
報
告
参
照
）

５
月
29
日
（
日
）
●
第
29
回
立
川
反
基
地
駅
伝

大
会

６
月
11
日
（
土
）
●
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

戦
後
レ

ジ
ー
ム
と
憲
法
平
和
主
義

13
時
開
場
／
武
藤
一
羊
・
花
崎
皋
平
・
李
泳
采
・

長
し
た
蚕
を
移
し
、
繭
作
り
を
促
す
「
上
蔟
」

の
作
業
を
す
る
。

常
陸
宮
夫
妻
◆
東
京
都
千
代
田
区
の
千
鳥
ケ
淵

戦
没
者
墓
苑
で
、
第
２
次
大
戦
中
に
海
外
な
ど

で
死
去
し
た
身
元
不
明
の
戦
没
者
を
慰
霊
す
る

厚
生
労
働
省
主
催
の
拝
礼
式
が
開
か
れ
、
常
陸

宮
夫
妻
が
参
列
。

千
鳥
ケ
淵
墓
苑
拝
礼
式
◆
第
２
次
大
戦
中
に
海

外
な
ど
で
死
去
し
た
身
元
不
明
の
戦
没
者
を
慰

霊
す
る
厚
生
労
働
省
主
催
の
拝
礼
式
が
、
東
京

都
千
代
田
区
の
千
鳥
ケ
淵
戦
没
者
墓
苑
で
開
か

れ
る
。
当
年
は
新
た
に
遺
骨
２
３
３
７
柱
を
納

骨
、
こ
れ
ま
で
に
納
め
ら
れ
た
遺
骨
と
合
わ
せ

る
と
36
万
４
８
９
６
柱
に
な
る
と
報
道
。

【
５
月
31
日
】

明
仁
、
美
智
子
◆
東
京
都
小
金
井
市
を
訪
れ
、

明
仁
が
終
戦
間
も
な
い
46
年
５
月
か
ら
約
３
年

半
に
わ
た
り
暮
ら
し
た
「
御
仮
寓
所
」
や
、
そ

の
頃
に
通
っ
て
い
た
学
習
院
中
等
科
の
跡
地
に

当
た
る
都
立
小
金
井
公
園
を
見
て
回
る
。

徳
仁
◆
東
京
・
上
野
の
上
野
学
園
石
橋
メ
モ
リ

ア
ル
ホ
ー
ル
を
訪
れ
、
国
内
外
の
ビ
オ
ラ
奏

者
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
「
ヴ
ィ
オ
ラ
ス
ペ
ー
ス

２
０
１
６
」
を
鑑
賞
。
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大
井
赤
亥
・
加
納
実
紀
代
・
新
城
郁
夫
ほ
か

／
18
時
〜
懇
親
会
／
成
蹊
大
学
６
号
館
（
Ｊ

Ｒ
吉
祥
寺
駅
）
／
主
催
：
同
大
学
ア
ジ
ア
太
平

洋
研
究
セ
ン
タ
ー
ほ
か
（0422-37-3549

）

●
教
育
へ
の
自
衛
隊
の
介
入
と
安
保
法
制
を
許

さ
な
い
首
都
圏
集
会

18
時
30
分
〜
／
千
駄
ヶ
谷
区
民
会
館
（
Ｊ

Ｒ
原
宿
駅
ほ
か
）
／
主
催
：
同
実
行
委

（090-7015-3344

永
井
ほ
か
）

6
月
12
日
（
日
）
練
馬
駐
屯
地
撤
去
デ
モ

13
時
集
合
・
14
時
デ
モ
出
発
／
徳
丸
第
二
公

園
（
東
武
東
上
線
東
武
練
馬
北
口
）
／
主
催
：

反
安
保
・
反
自
衛
隊
・
反
基
地
闘
争
を
闘
う

東
京
北
部
実
行
委
員
会
ほ
か
（03-3961-0212

北
部
労
法
セ
ン
タ
ー
）

　

●
第
23
回
統
一
マ
ダ
ン
東
京

16
時
〜
／
李
政
美
コ
ン
サ
ー
ト
ほ
か
／
日
暮

里
駅
前
イ
ベ
ン
ト
広
場
／
主
催
：
同
実
行
委

員
会
（03-3862-6881

）

6
月
15
日
（
水
）
●
女
性
と
天
皇
制
研
究
会
連

続
講
座
「
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
が
天
皇
制
を
批
判

す
る
た
め
に
」

19
時
〜
／
斎
藤
塩
子
／
文
京
区
民
セ
ン
タ
ー

（
地
下
鉄
春
日
駅
・
後
楽
園
駅
）
／
主
催
：
女

性
と
天
皇
制
研
究
会
（jotenken@

yahoo.
co.jp

）

6
月
19
日
（
土
）
●
怒
り
と
悲
し
み
の
沖
縄
県

民
大
会
に
呼
応
す
る
い
の
ち
と
平
和
の
た
め
の

６
・
19
大
行
動

14
時
〜
／
国
会
正
門
前
（
地
下
鉄
国
会
議
事

堂
前
駅
ほ
か
）
／
共
催
：
戦
争
さ
せ
な
い
・
９

条
壊
す
な
！
総
が
か
り
行
動
実
行
委
員
会
／

「
止
め
よ
う
辺
野
古
埋
め
立
て
」
国
会
包
囲
行

動
実
行
委
員
会
（090-3910-4140

沖
縄
・
一

坪
反
戦
地
主
会
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
ほ
か
）

7
月
2
日
（
土
）
●
第
Ⅸ
期
か
ら
第
Ⅹ
期
へ
反

天
連
討
論
集
会　

ど
う
な
る
!?
ど
う
す
る
!?

天
皇
制
と
反
天
皇
制
運
動
の
現
在

14
時
〜
／
伊
藤
晃
・
井
上
森
・
天
野
恵
一
／

ピ
ー
プ
ル
ズ
・
プ
ラ
ン
研
究
所
（
地
下
鉄
江

戸
川
橋
駅
）
／
主
催
：
反
天
連

●
第
X
期
０
号
！　

最
新
号
は
こ
れ
だ
！　

ど
う

だ
す
？　

い
ろ
い
ろ
大
変
な
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
け

ど
、
な
ん
と
か
な
っ
た
か
。（
木
菟
）

●
凄
い
な
〜
反
天
連
Ｘ
期
な
ん
て
。「
継
続
は
力
な

り
」
か
？　

あ
ち
ら
の
力
に
押
さ
れ
ぎ
み
の
状
況

に
、「
ど
う
し
た
も
ん
じ
ゃ
ろ
な
〜
」（
鰐
）

●
実
行
委
報
告
と
新
ア
ラ
ー
ト
の
作
業
が
併
行
し

て
行
っ
た
り
来
た
り
。
機
材
を
複
数
に
強
化
し
て

も
作
業
者
が
増
え
て
い
な
い
か
ら
ダ
メ
だ
わ
ね
。

（
蝙
蝠
）

●
Ｐ
Ｐ
研
の
「
吉
川
勇
一
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」
づ
く

り
の
作
業
と
併
行
し
て
の
作
業
。
二
つ
の
事
務
所

を
行
っ
た
り
来
た
り
だ
っ
た
が
、久
々
に
楽
し
か
っ

た
。（
熊
）

●
０
号
は
８
ペ
ー
ジ
だ
か
ら
す
ぐ
終
わ
る
だ
ろ
う

と
思
っ
た
ら
…
…
。
ま
と
め
て
い
く
つ
も
の
作
超

を
す
る
の
は
無
理
が
あ
っ
た
か
。（
貘
）

反
天
連
学
習
会

天
野
恵
一
「
マ
ス
コ
ミ
じ
か
け
の
天
皇
制
」

（
イ
ン
パ
ク
ト
出
版
会
、
一
九
九
〇
年
）

今
回
の
テ
キ
ス
ト
に
収
め
ら
れ
た
諸
論
文

は
、反
天
皇
制
運
動
連
絡
会
の
活
動
の
中
で
も
、

と
ん
で
も
な
く
慌
し
か
っ
た
「
Ｘ
デ
ー
」
前
後

の
二
年
間
、
八
八
年
の
初
め
か
ら
八
九
年
末
に

か
け
て
書
か
れ
た
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
八
七

年
の
裕
仁
の
沖
縄
訪
問
予
定
が
流
れ
、
政
府
と

宮
内
庁
の
情
報
隠
蔽
の
陰
か
ら
も
、
裕
仁
の
重

病
を
明
ら
か
に
う
か
が
わ
せ
る
情
報
が
伝
わ

り
、「
Ｘ
デ
ー
状
況
」
が
政
治
の
前
面
に
躍
る

こ
と
に
な
っ
た
時
期
だ
。

　

こ
の
時
期
、
天
野
は
反
天
連
第
一
期
の

ニ
ュ
ー
ス
と
日
本
基
督
教
団
の
靖
国
・
天
皇
制

情
報
セ
ン
タ
ー
通
信
に
、
合
わ
せ
て
ほ
ぼ
月
に

三
回
の
連
載
を
書
き
、
イ
ン
パ
ク
シ
ョ
ン
・
新

地
平
・
ク
ラ
イ
シ
ス
な
ど
の
雑
誌
に
も
天
皇
制

に
関
す
る
原
稿
を
多
数
書
い
て
い
る
。
こ
の
本

は
、そ
れ
ら
を
集
め
た
も
の
で
あ
り
、し
た
が
っ

て
こ
の
時
期
の
天
皇
制
に
関
す
る
ク
ロ
ニ
ク
ル

と
い
う
性
格
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
、

唯
一
無
二
の
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

書
か
れ
て
い
る
テ
ー
マ
を
拾
う
だ
け
で
も
、

一
つ
ひ
と
つ
が
再
考
に
値
す
る
、
現
在
も
な
お

ア
ク
チ
ュ
ア
ル
な
も
の
だ
。
た
ぶ
ん
著
者
も
含

め
て
忘
れ
か
け
て
い
る
だ
ろ
う
こ
れ
ら
を
、
あ

ら
た
め
て
記
憶
喚
起
し
て
お
く
こ
と
は
、
近
い

将
来
に
訪
れ
る
は
ず
の
明
仁「
平
成
」の
Ｘ
デ
ー

に
つ
い
て
考
え
る
た
め
に
も
重
要
だ
。

　

裕
仁
の
重
体
が
顕
わ
に
な
っ
て
国
家
と
メ

デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
演
出
さ
れ
た
「
自
粛
」
を
、

天
野
は
全
社
会
的
な
「
天
皇
儀
礼
」
と
し
て
掴

み
だ
す
。
こ
の
天
皇
儀
礼
は
、「
非
政
治
」
的

な
政
治
の
貫
徹
で
あ
り
、「
非
宗
教
」
的
な
宗

教
行
為
と
し
て
、
国
家
神
道
を
否
定
し
政
教
分

離
を
実
現
し
た
は
ず
の
戦
後
国
家
を
席
巻
し
た

の
だ
。
そ
し
て
裕
仁
の
死
後
、
即
位
・
大
嘗
祭

と
い
っ
た
天
皇
制
の
儀
式
が
、
日
本
国
憲
法
の

も
と
で
、
当
然
の
よ
う
に
国
家
儀
礼
、
政
治
行

為
と
し
て
解
釈
さ
れ
、
そ
の
根
拠
も
疑
わ
し
い

も
の
が
詐
術
に
よ
り
麗
々
し
く
権
威
づ
け
さ
れ

て
登
場
し
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
明
仁
に
よ

る
「
護
憲
」
発
言
は
い
ま
な
お
価
値
づ
け
さ
れ
、

決
し
て
天
皇
主
義
者
で
は
な
い
は
ず
の
知
識
人

た
ち
の
足
元
を
危
う
い
も
の
と
し
て
い
る
。
そ

の
具
体
的
な
形
相
を
、
こ
の
時
期
の
歴
史
事
実

や
人
々
の
発
言
と
と
も
に
、
捉
え
か
え
し
て
お

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。い
ま
の
私
た
ち
の「
民

主
主
義
」
に
つ
い
て
の
ス
タ
ン
ス
も
、
こ
の
時

期
に
、
天
野
を
含
む
各
地
の
反
天
皇
制
の
活
動

家
た
ち
と
と
も
に
組
み
立
て
ら
れ
た
も
の
だ
。

　

こ
の
本
を
ン
十
年
ぶ
り
に
再
読
す
る
と
き
、

か
な
り
危
う
く
古
い
内
容
に
な
っ
て
い
な
い
か

と
心
配
で
も
あ
っ
た
。
読
み
直
し
て
み
て
、（
留

保
は
あ
る
が
）
内
容
面
で
は
そ
ん
な
こ
と
は
な

い
、と
言
っ
て
い
い
と
思
う
。こ
れ
は
収
穫
だ
っ

た
。

　

次
回
テ
キ
ス
ト
は
菅
孝
行
編
著
『
Ｘ
デ
ー
が

や
っ
て
く
る
！
』（
柘
植
書
房
）。
六
月
二
八
日

七
時
か
ら
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
蝙
蝠
）


